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金子・知事来村

　6月4日、就任来初めて当村を訪れ、

清津峡、国道353号線、県営ほ場整備事業

の桔梗原地区、レインボーヴィラ清津を

視察されました。行く先々では村民の歓

迎を受け、知事を囲んでの記念撮影に笑

顔で応じていました。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
基
本
計
画
ま
と
ま
る

　
今
目
、
私
た
ち
が
健
康
で
快
適
な
生
活
を
す
る
た
め
に
、
下
水
道
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
球
上
に
あ
る
“
水
”
は
、
あ
ら
ゆ
る

場
所
で
絶
え
間
な
く
活
用
さ
れ
、
降
雨
蒸
発
と
い
う
自
然
現
象
を
基
本
に
し
た

　
一
つ
の
循
環
シ
ス
テ
ム
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　
中
里
村
で
は
、
目
本
の
長
江
信
濃
川
を
は
じ
め
、
清
津
川
、
釜
川
、
七
川
な

ど
の
河
川
が
村
内
を
貫
流
し
、
こ
の
豊
か
な
水
資
源
は
、
農
業
や
目
常
生
活
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
豊
か
で
清
ら
か
な
水
も

使
わ
れ
た
後
は
汚
水
と
な
り
、
中
里
村
で
も
美
し
い
川
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
や

野
菜
を
洗
う
姿
な
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
　
人
々
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
り
経
済
、
産
業
の
活
動
が
活
発
化
し
て
い
る
中

で
、
限
ら
れ
た
水
資
源
を
有
効
に
活
用
し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
き
れ
い
な

水
で
“
う
ま
い
”
主
食
米
を
生
産
し
、
地
域
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
を
形
成
す
る
た

め
の
「
下
水
道
」
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
ほ
ど
、
　
「
中
里
村
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
基
本
計
画
し
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。

　
　
今
回
は
、
こ
の
「
公
共
下
水
道
基
本
計
画
」
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

　
　
下
水
道
計
画
を

　
　
　
　
進
め
て
い
ま
す

　
村
で
は
、
　
「
住
み
良
い
村
」
を
つ
く

る
た
め
に
、
平
成
元
年
度
か
ら
「
特
定

環
境
保
全
公
共
下
水
道
基
本
計
画
」
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
　
「
公
共
下
水
道
」
の
一
つ

と
し
て
農
山
村
の
居
住
環
境
の
改
善
や

リ
ゾ
ー
ト
地
域
な
ど
の
自
然
保
護
を
目

的
と
し
て
造
ら
れ
る
施
設
で
、
汚
れ
だ

け
を
処
理
す
る
分
流
式
排
除
方
式
を
採

用
す
る
計
画
で
す
。

　
計
画
区
域
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

処理区分 面積㎏ 対　象　地　区

中央分区 70．8
田沢、桂、如来寺、上山、田中、

小原、干溝、荒屋、山崎、通り山

貝野分区 19．1 新屋敷、本屋敷、堀之内、宮中

東田沢分区 4．3 東田沢、豊里

高道山分区 7．1
高道山、朴木沢、朴木沢新田、

白羽毛

布之越分区 23．2 市之越、鷹羽、リゾート地区

倉俣・芋糊分区 9．7 芋川、倉俣

重地分区 3．5 重地

き

覧藷．中畢村特禦競保全
1“　　　　　　　「　』亀　「

　
第
一
期
計
画
で
は
、
平
成
二
年
度
に

実
施
計
画
作
成
、
平
成
七
年
度
を
目
標

と
し
て
平
成
三
年
度
か
ら
順
次
下
水
管

を
伸
ば
し
な
が
ら
汚
水
用
終
末
処
理
場

を
建
設
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

公
共
下
水
道
と
は

　
毎
日
家
庭
か
ら
流
さ
れ
る
生
活
排
水

や
、
し
尿
浄
化
層
か
ら
出
る
汚
水
、
そ

れ
に
工
場
な
ど
か
ら
の
廃
水
で
私
達
の

回
り
の
河
川
は
、
ど
ん
ど
ん
汚
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
防
ぎ
快

適
で
文
化
的
な
生
活
環
境
を
築
い
て
い

く
た
め
に
汚
れ
は
汚
水
管
に
集
め
て
処

理
場
ま
で
運
び
、
そ
こ
で
化
学
的
に
処

理
を
し
、
き
れ
い
な
水
に
し
て
河
川
に

放
流
し
ま
す
。

護岸はきれいになったけど水が汚なくては……
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下
水
道
の
し
く
み

　
下
水
道
の
施
設
は
大
き
く
分
け
て
三

つ
に
な
り
ま
す
。

①
排
水
施
設

　
　
家
庭
や
工
場
か
ら
下
水
管
ま
で
汚

　
水
を
運
ぶ
施
設
で
す
。

②
下
水
管

　
　
家
庭
や
工
場
か
ら
集
め
ら
れ
た
汚

　
水
を
浄
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
運
び
ま
す
。

③
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
　
汚
水
を
化
学
的
に
処
理
し
き
れ
い

　
に
し
ま
す
。

　
　
公
共
下
水
道
が

　
　
　
　
　
　
　
で
き
る
と

①
騰
麟
醐
鍵
難
．
甦

②
鯉
聯
難

　
水
號
化
が
で
終
籔
．

③
下
水
道
が
出
き
る
と
、
な
い
地
域
に

　
比
べ
て
土
地
の
利
用
価
値
が
上
が
り

　
地
域
の
環
境
価
値
を
決
め
る
重
要
な

　
要
素
と
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
土
地
の

　
評
価
が
上
が
り
ま
す
。

　
　
受
益
者
負
担
金
に

　
　
　
　
　
　
　
．
ご
理
解
を

　
住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
る
下
水
道
施

設
を
整
備
す
る
た
め
に
は
、
巨
額
の
建

設
費
用
を
必
要
と
し
ま
す
。
こ
の
建
設

費
は
、
国
か
ら
の
補
助
金
や
地
方
債
と

い
う
借
入
金
、
さ
ら
に
地
方
税
な
ど
の

一
般
村
費
、
受
益
者
負
担
金
な
ど
に
よ

っ
て
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。
こ
の
負
担
金

は
「
公
平
な
負
担
」
の
原
則
に
反
し
な

い
よ
う
利
益
を
受
け
る
人
達
か
ら
負
担

鰯
羅
黙
だ
終
、
！
に
な
り
ま
す
．

．
説
明
購
薩
か
が
い
ま
す

纏
臨
鍬
霧
鰹
く
お
願
い
し
ま
す
。

釜川に放流される稚鮎
渓流魚が繁殖する貴重な河川です

広田朝一さん
　　（干溝）

　子どものころは、家の前の

川でドジョウ、ウナギ、鯉な

どを取ったり水遊びが出来た

のに残念です。「などし会」で

堀之川両岸を河川公園にしよ

うとスイセン、アジサイなどを

植えて美化を図っていますが

水の汚さにはどうにもなりま

せん。負担の少ない方法で早

く昔の堀之川に戻して欲しい。

ひ
と
こ
と

　三年前に神奈川県厚木市か

らUターンしてみて想い出の
川が汚れているのにビックリ　　　辱欝難

ますが特に下水道が遅れてい

る感じがしますね。自分たち　　　臨欝……鍵幽

や下流に住む人たちと子孫の

ために、一日も早く環境取善徳永亮子さん
対策として下水道が必要です。　　　（田中）

公道

　
一

軌

私有地

V

』
側

本管　　　　　枝管
村が施行・管理

「川の中に入って遊べたらいいナ」

し　
　
　
舗
灘

　
　
　
鵬

親
漸

平成2年6月10日

私設ます

個人が施工・管理

広報豊豊勲劉F♪・
　　　8u■■7　rI■■『■■3



　
村
で
は
、
平
成
二
年
度
の
村
政
功
労
者
七
名
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
中
里
村
政
の
進
展
、
文
化
の
向
上
、
そ
の
他
住
民
の

福
祉
の
増
進
の
た
め
に
多
大
な
功
労
が
あ
っ
た
方
や
、
村
民
の
模

範
と
な
る
べ
き
善
行
を
し
た
人
を
表
彰
し
た
も
の
で
す
。

　
五
月
八
日
、
平
成
二
年
度
の
村
政
功
労
者
が
、
総
合
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
村
政
事
務
嘱
託
員
会
議
の
場
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

襯1瞬：’

。
駅
・

山田周平さん　59歳　上原光国さん　59歳　村山貫一さん　61歳　志田義三郎さん70歳　鈴木敏雄さん　69歳

（山崎）交通安全功労　（上山）消防防災功労　（程島）消防防災功労　（大割野）自治功労　（荒屋）自治功労

協会長10年副会長3年　団員33年うち分団長5年　団員37年うち副団長4年　村職27年収入役1期4年　助役4年収入役2期8年

　
七
月
か
ら
毎
月
の
第
二
・
第

四
士
曜
日
は
、
役
場
業
務
を
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
三
月
の
村
議
会
で
、
毎
月
の

第
二
と
第
四
土
曜
日
に
役
場
業

務
を
休
み
の
日
と
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を

土
曜
閉
庁
と
い
い
ま
す
。

　
土
曜
閉
庁
は
、
七
月
か

ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
近
隣
市
町
村
の
状
況

　
銀
行
や
国
、
県
の
機
関

で
は
既
に
土
曜
閉
庁
を
実

施
し
て
お
り
、
新
潟
県
内

の
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
が

平
成
二
年
度
中
に
実
施
す

る
見
込
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
隣
の
十
日
町

市
、
川
西
町
、
津
南
町
も

七
月
か
ら
土
曜
閉
庁
を
実

　
　
　
　
　
　
　
ク

施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

■
土
曜
閉
庁
し
な
い
施
設

　
毎
月
の
第
二
・
第
四
土

曜
日
は
、
役
場
と
倉
俣
診

療
所
の
業
務
を
休
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
次
の

施
設
は
従
来
ど
お
り
土
曜

日
に
も
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
保
育
所
、
総
合
セ
ン
タ
ー

　
小
学
校
、
中
学
校

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
歯
科
診
療
所
（
月
曜
休
診
）

■
な
ぜ
閉
庁
す
る
の
か

築
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
際

化
時
代
を
む
か
え
、
　
「
日
本
人

は
働
き
す
ぎ
だ
」
と
世
界
中
か

ら
い
わ
れ
、
各
国
と
ス
ム
ー
ズ

な
付
き
合
い
を
続
け
る
に
は
労

働
時
間
を
短
く
す
る
必
要
が
あ

り
、
真
に
豊
か
で
ゆ
と
り
あ
る

生
活
を
す
る
た
め
に
は
余
暇
時

　
　
間
を
増
や
す
必
要
も
あ
り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　器　　　　　　　　　　　　　　　　　お
　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　　　　　　　　　　臓　　　　　　　　　　閉　　　　　　　曜　　　　　璽　　場役

　
日
本
人
は
勤
勉
な
国
民
と
し

て
今
日
の
経
済
大
国
の
地
位
を

　
　
ま
す
。
こ
う
し
た
背
景
か

　
　
ら
土
曜
閉
庁
の
制
度
が
生

　
　
ま
れ
ま
し
た
。

　
　
　
当
面
は
、
第
二
・
第
四

　
　
土
曜
を
閉
庁
と
し
ま
す
が
、

　
　
近
い
将
来
に
は
す
べ
て
の

　
　
土
曜
日
を
閉
庁
と
す
る
こ

　
　
と
を
国
で
は
検
討
し
て
い

　
　
ま
す
。

　
　
　
民
間
に
も
協
力
を
お
願

　
　
い
し
て
い
ま
す
が
、
で
き

　
　
る
だ
け
早
く
効
果
を
出
し

　
　
た
い
の
で
ま
ず
官
庁
が
率

　
　
先
し
て
実
施
す
る
こ
と
に

　
　
な
り
ま
し
た
。

　
　
■
届
出
は
受
付
し
ま
す
。

　
　
　
閉
庁
日
で
あ
っ
て
も
婚

　
　
姻
届
、
養
子
縁
組
、
出
生

　
　
届
、
死
亡
届
の
受
領
、
火

葬
許
可
証
の
発
行
、
そ
の
他
届

出
書
の
受
付
は
従
来
ど
お
り
宿

日
直
者
が
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
印
鑑
証
明
、
住
民
票
、

戸
籍
の
謄
抄
本
な
ど
の
証
明
書

の
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

勲
灘
灘
懇
礫
難
難
蒙
雄
鎌
離
績
｝
、
．
灘

、
蝋
㎜
購
礁
周
、
．
．
＝
惑
駿
．
戴

春
勲
六
等
瑞
宝
章

　
井
ノ
川
三
之
助
氏
（
田
中
八

十
歳
）
は
、
春
の
叙
勲
で
勲
六
等

ず
い瑞

宝
章
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　
功
績
内
容
は
、
昭
和
三
十
年

四
月
か
ら
昭
和
六
十
二
年
三
月

ま
で
の
三
十
二
年
間
の
永
き
に

わ
た
り
土
地
改
良
理
事
、
副
理

事
長
、
理
事
長
と
し
て
、
土
地

改
良
事
業
を
推
進
し
地
域
の
発

展
に
貢
献
し
た
も
の
で
す
。

　
五
月
九
日
、
こ
の
伝
達
式
が

農
水
省
公
会
堂
で
山
本
富
雄
農

林
水
産
大
臣
よ
り
勲
記
、
勲
章

の
伝
達
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

後
、
皇
居
の
豊
明
殿
で
天
皇
の

拝
謁
を
受
け
、
　
「
努
め
に
精
励

し
立
派
な
功
績
を
挙
げ
て
く
れ

た
こ
と
を
誠
に
ご
苦
労
に
思
い

ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
体
を
大
切

に
」
と
ね
ぎ
ら
い
の
お
言
葉
を

賜
り
ま
し
た
。

　
苦
労
し
た
の
は
、
不
況
時
代

の
未
収
金
整
理
の
こ
と
、
桔
梗

原
、
清
津
川
両
土
地
改
良
の
合

併
役
員
会
な
ど
の
こ
と
と
、
思

い
出
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
道
一
筋
の
「
自
分
史
」

を
「
桔
梗
原
土
地
改
良
の
起
因

と
推
移
」
と
し
、
自
筆
作
成
し

た
も
の
を
関
係
集
落
に
配
布
し

高
評
を
得
て
い
ま
す
。

受賞直後、農林水産省で
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義

歳
労
咋

　
功
長

ん
生
婦

さ
サ
保
麻

山
沢

　
田
看

歳
労
年

ん
興
員

さ
業
騨

信
産
公

出
附

藤
　
　
県

四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
レ
イ
ン
ボ
ー
ヴ
ィ
ラ
清
津
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
定

　　欝　．灘i灘灘　　　　　　　　　　　　　　撚．

施設め概要｛鉄筋コンクリート8階建　延2，842平万メートル、入所ヌ

員80名（欄室4部屋4名、二人室4部屡8名、四人室17部屋68名）

設備：リハビリテーション、レクリエーション、ティルーム、食堂、

談話室、一般・特殊・車椅子浴槽、理容室、家族介護室、教養娯楽室

　
㈲
上
村
病
院
脇
に
併
設
さ
れ

た
老
人
保
健
施
設
「
レ
イ
ン
ボ

ー
ヴ
ィ
ラ
清
津
」
が
完
成
（
四

月
オ
ー
プ
ン
）
し
、
去
る
五
月

二
十
二
日
高
鳥
代
議
士
、
須
藤
、

上
村
県
会
議
員
、
県
環
境
保
健

部
課
長
、
近
隣
市
町
村
長
、
医

師
会
長
ら
を
迎
え
盛
大
に
竣
工

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
と
病
院
と
の
中
間
に

あ
た
り
高
齢
者
の
肉
体
的
精
神

的
機
能
を
家
庭
的
雰
囲
気
を
保

ち
な
が
ら
医
学
的
管
理
の
も
と

で
社
会
復
帰
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
施
設
で
す
。

　
職
員
は
、
医
師
、
理
学
療
法

士
を
は
じ
め
体
育
・
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
の
先
生
か
ら
保
母
ま
で
若

い
人
を
採
用
し
、
医
療
、
看
護

か
ら
生
活
・
リ
ハ
ビ
リ
、
余
暇

サ
ー
ビ
ス
な
ど
万
全
の
体
制
を

と
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
方
で
は
、
初
め
て
で

あ
り
、
急
速
に
高
齢
化
が
進
む

当
地
域
に
と
っ
て
福
祉
の
充
実

が
大
き
く
増
進
し
、
朗
報
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

雇
用
の
増
大
に
も
つ
な
が
り
活

性
化
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
施
設
内
は
、
七
色
の
虹
の
よ

う
に
明
る
く
輝
き
、
誰
で
も
が

希
望
を
も
っ
て
入
り
た
く
な
る

よ
う
な
施
設
で
次
の
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

一
、
医
療
サ
ー
ビ
ス

　
軽
度
な
病
状
に
対
す
る
診
察

二
、
看
護
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

　
体
位
交
換
、
清
拭

　
お
む
つ
交
換
、
入
浴
介
助

三
、
生
活
サ
ー
ビ
ス

　
食
事
介
助
、
理
髪
、
洗
濯

四
、
リ
ハ
ビ
リ
サ
ー
ビ
ス

　
離
床
訓
練
、
歩
行
訓
練
、

　
そ
の
他
機
能
訓
練

五
、
余
暇
サ
ー
ビ
ス

　
教
養
、
娯
楽
、

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

六
、
転
医

　
　
病
状
が
重
症
に
な
っ
た
場

　
合
は
、
速
や
か
に
病
院
に
転

　
医
し
て
い
た
だ
き
適
切
な
診

　
療
を
施
し
ま
す
。

七
、
こ
の
他
に
短
期
入
所
、
在

　
宅
療
養
の
老
人
に
は
通
所
が

　
で
き
、
入
所
と
同
様
の
サ
ー

　
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
六
三
⊥
天
二

簡保資金で

豊かな村づくりに一役

　
郵
便
局
の

簡
易
保
険
、

郵
便
年
金
の

保
険
料
や
掛

け
金
は
、
「
簡

保
、
年
金
資

金
」
と
し
て
公
共
事
業
に
融
資

さ
れ
住
み
良
い
地
域
づ
く
り
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。

広く安全になった市之越山手線

　
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
住
民
福

祉
の
向
上
の
た
め
、
村
道
、
林

道
の
整
備
、
除
雪
機
械
購
入
、

学
校
建
築
等
数
多
く
の
事
業
に

融
資
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
元
年
度
で
は
、
一
五
一
、

一
〇
〇
干
円
の
融
資
を
受
け
、

次
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。

別表

事業名及び施設名

村道整備事業

　村道角間線改良

　山崎通り山線改良

　山崎桂線改良

　東田尻中央線改良

　市之越山手線改良

　山崎桂線防雪

　芋川倉俣線舗装

農道整備事業

　県営広域営農団地農道整備

　　　　　　　　　（負担金）

林道整備事業

　林道小沢東山線改良

平成2年6目／0日広報魁勃舜♪・
　　　一u■■7　r■■■『■■■5



ン9農業研修
山＿恵さん（東田沢）②

一
7
村

オ

　当村では唯一の女性専業農業後
継者の村山さんが、農業研修生海

外派遣事業により1年間の実習を
終了し無事帰国しました。2回に
わたりレボートを紹介しています』

隆
　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　とへ
　　　　　　　　　　　x＼　　　　　　　　　　　、　『、　　　　　　　　　　　　八　　　　　　　　　　　　へ．＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ　　・眺、　　　．．煮へ
　　　　　　　　　　　嫁、’～・｛

　　　　　機臨

腰麟鱒・
藤識磁ダ／

＊
親
子
と
夫
婦
＊

”
夫
婦
単
位
”
と
い
う
も
の
を

と
て
も
大
切
に
し
ま
す
。
誕
生

会
や
土
曜
の
夜
の
外
出
な
ど
、

時
に
は
買
物
も
。

　
夫
婦
の
時
間
は
、
夜
、
子
供

を
寝
か
せ
て
か
ら
「
行
っ
て
来

ま
す
」
と
お
嫁
さ
ん
、
　
「
楽
し

ん
で
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
お
姑
さ

ん
こ
れ
に
は
関
心
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
で
も
親
子
の
時
間
が
な

い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も

ち
ろ
ん
そ
の
時
間
も
大
切
に
し

ま
す
。

　
躾
も
き
ち
ん
と
し
、
い
く
ぢ

小
さ
な
子
供
で
も
一
個
人
と
し

て
み
ま
す
。

コック家のクリスマスパーティー

　
将
来
、
自
分
の
子
供
に
自
分

と
同
じ
道
を
歩
ん
で
欲
し
け
れ

ば
、
小
さ
い
こ
ろ
か
も
、
そ
の

仕
事
に
興
味
を
持
つ
よ
う
な
環

境
を
作
り
ま
す
。
で
も
最
終
的

に
決
定
す
る
の
は
そ
の
子
で
す
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
自
分
の
意

見
を
は
っ
き
り
言
え
な
い
人
は
、

無
能
に
み
ら
れ
ま
す
。

　
子
育
て
、
夫
婦
の
あ
り
方
、

そ
れ
ぞ
れ
日
本
と
は
か
な
り
違

う
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

＊
研
修
＊

　
約
月
一
回
の
ぺ
ー
ス
で
一
泊

二
日
程
度
の
研
修
会
が
あ
ケ
ま

し
た
。

　
オ
ラ
ン
ダ
に
派
遣
さ
れ
た
仲

間
は
、
私
を
含
め
て
十
一
人
。

そ
の
研
修
で
自
分
の
入
っ
た
農

家
、
会
社
、
生
活
の
こ
と
な
ど

の
情
報
交
換
、
市
場
や
優
良
会

社
の
見
学
、
オ
ラ
ン
ダ
で
研
修

し
て
い
る
外
国
の
方
々
と
の
交

流
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
夏
と
研
修
最
後
の

二
つ
の
旅
行
で
は
、
自
分
が
今

ま
で
他
国
で
語
学
力
や
自
信
を

ど
れ
だ
け
つ
け
た
か
を
み
る
旅

行
で
も
あ
り
ま
す
。

　
私
は
こ
の
旅
行
で
、
夏
は
オ

ラ
ン
ダ
国
内
、
最
終
旅
行
は
ス

ペ
イ
ン
を
中
心
に
旅
行
し
て
き

ま
し
た
。
二
つ
の
旅
行
と
も
と

て
も
貧
乏
で
一
日
一
食
の
日
や

夜
行
列
車
を
沢
山
使
っ
た
り
ど

大
変
で
し
た
。

　
ツ
ア
ー
で
な
く
自
分
た
ち
で

予
定
を
立
て
た
り
、
ホ
テ
ル
を

探
し
た
り
、
ツ
ア
ー
旅
行
で
は

味
わ
う
事
の
で
き
な
い
事
を
言

葉
の
通
じ
な
い
国
．
・
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

　
一
番
感
じ
た
こ
と
は
、
オ
ラ

ン
ダ
で
仕
事
を
し
て
い
る
方
が

疲
れ
な
い
と
言
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。

＊
総
　
感
＊

　
夢
だ
っ
た
海
外
研
修
が
終
わ

り
、
今
も
ま
だ
行
っ
て
来
た
事

が
う
そ
の
よ
う
で
す
。

　
ど
の
国
で
も
農
業
は
厳
し
く

向
上
心
が
失
わ
れ
た
ら
、
終
わ

っ
て
し
ま
う
と
い
う
シ
ビ
ア
な

面
や
、
田
舎
の
の
ど
か
な
雰
囲

気
な
面
、
両
方
を
見
て
き
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

　
で
も
何
を
具
体
的
に
と
聞
か

れ
る
と
答
え
に
困
っ
て
し
ま
い

ま
す
が
、
と
に
か
く
こ
の
一
年

間
が
無
駄
に
な
ら
な
い
よ
う
に

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
私
に
と
っ
て
一
番

大
き
か
っ
た
収
穫
は
、
た
く
さ

ん
の
人
々
と
の
出
会
い
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
コ
ッ
ク
家
の
人
た
ち
の
出
逢

い
は
、
本
当
に
大
き
い
も
の
で

し
た
。
言
葉
も
ろ
く
に
話
す
こ

と
の
で
き
な
か
つ
た
私
を
娘
だ

と
言
っ
て
か
わ
い
が
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

劣
民
館
長
に
白
倉
増
之
氏
就
任

　
　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会
長
に
鈴
ホ
敏
雄
氏

糀　1・麟　　F白倉増之

　公民館活動が今日の社会生活に大きな

役割を果たしていることは承知しています。

だがこれでよいだろうか、人生80年時代

を迎え村民一人ひと｝）が自己を高め、よ

り心豊かな生涯を送ろうとする気運の高

まりから生涯学習の必要性が当然なこと

として起りこれに取組まなければなりま

せん。一人ひとりの関心度はあっても実

際の学習参加になると時間がない、情報

の不十分、仲間がいない等々でこのこと

について地域の中にとけこみ、みなさん

と共に学習活動を盛り上げて行きたい。

　　　　　　　　　　　（荒屋・69歳）

　3月末、助役の任期満了を期に長年に

亘る行政事務から解放されました。これ

までご支援下さった皆様に心からお礼を

申し上げます。このたび村社協の要職を

引き受けることになったが、21世紀人生

80年時代の生み出す諸問題への対応が問

われている今日、これまで築かれた長寿

社会をより充実した福祉社会の実現に欠

かせぬ行政との提携、住民参加による在

宅福祉サービス、地域福祉思想普及啓発、

奉仕活動の推進などに微力を尽くす所存

ですが皆様のご協力が頼みです。

　
楽
し
い
事
ば
か
り
で
な
く
、

つ
ら
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が

逆
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
か
か
る
程

オ
ラ
ン
ダ
が
好
き
で
す
。
い
つ

か
ま
た
…
…
。

　
最
後
艦
、
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
に
お
礼
を
言
わ
せ
て
も
ら

い
ま
す
。

“
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

本
当
に
幸
せ
で
し
た
”
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会
⑭

　
　
　
選
勝

会
予
履

大
郡
↓

年
沼
団

請
魚
妙

繰
中
以

　
な
ク新

　
⑭

ス
ポ
ー
ツ

　
　
六
月
三
日
㈲
、

　
　
　
　
　
　
　
中
里
村
を
会

場
に
、
中
魚
沼
郡
青
年
大
会
兼

第
三
八
回
新
潟
県
青
年
大
会
中

魚
沼
郡
予
選
会
が
行
わ
れ
、
郡

内
か
ら
お
お
ぜ
い
の
青
年
が
集

ま
り
、
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
3
種
目
が

行
わ
れ
、
見
事
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
が
優
勝
し
ま
し
た
。
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
　
野
球

　
　
　
一
位
　
津
南
町

　
　
　
二
位
　
川
西
町

　
　
　
三
位
　
中
里
村

■
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子

　
　
　
一
位
　
川
西
町

　
　
　
一
一
位
　
津
南
町

ナイスシュート／

ス
ポ
ー
ツ

・
轟
嚢
璽

■■

　
三
位
　
中
里
村

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

　
一
位
　
津
南
町

　
一
一
位
　
中
里
村

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

　
一
位
　
中
里
村

　
一
一
位
　
川
西
町

　
三
位
　
津
南
町

．
小
五
・
六
年
生
女
子
集
ま
れ

　
　
バ
レ
ー
ボ
．
溜
ル
教
室

　
小
学
生
五
・
六
年
生
女
子
を

対
象
と
し
た
バ
薫
…
ボ
講
ル
教

室
が
開
か
れ
ま
す
ぎ

毎
週
圭
曜
田
雫
後
二
時
～
四
時
。
、

一
参
加
希
望
者
は
、
公
民
館
へ
。

最
後
ま
で
や
り
通
せ
！

　
　
　
　
　
　
ス
ポ
i

　
四
月
二
十
八
日
ω
、
村
民
体

育
館
に
お
い
て
、
・
中
里
村
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
入
団
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
平
成
二
年
度
に
新
し

く
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
加

盟
し
た
団
員
と
指
導
員
を
祝
し
、

指
導
員
と
育
成
母
集
団
員
の
意

識
の
高
揚
や
団
員
同
志
の
交
流

と
親
睦
を
図
る
た
め
、
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

　
貝
野
ジ
ュ
ニ
ア
イ
ー
グ
ル
ス

を
先
頭
に
六
団
体
一
五
〇
名
の

元
気
い
い
入
場
行
進
に
よ
っ
て

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
藤

ツ
少
年
団
入
団
式

　
　
田
博
本
部
長
よ
り
各
団
に
認
定

　
　
証
が
、
指
導
者
に
委
嘱
状
が
そ

　
　
れ
ぞ
れ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
　
「
試
合

　
　
に
勝
つ
よ
り
も
大
事
な
こ
と
は

　
　
基
本
を
正
し
く
覚
え
る
こ
と
、

　
　
苦
し
く
つ
ら
い
練
習
に
負
け
な

　
　
い
で
最
後
ま
で
や
り
と
お
す
こ

　
　
と
を
約
束
し
て
欲
し
い
」
ま
た
、

　
　
育
成
母
集
団
に
つ
い
て
は
「
焦

　
　
ら
な
い
で
や
さ
し
く
子
ど
も
た

　
　
ち
を
見
守
っ
て
ほ
し
い
」
と
激

　
　
励
し
ま
し
た
。

　
　
　
団
員
を
代
表
し
て
、
剣
道
の

，
江
口
勝
君
（
中
三
）
よ
り
「
ス
ポ

ー
ツ
活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会

に
奉
仕
し
、
村
民
の
期
待
に
答

え
ら
れ
る
よ
う
勉
強
に
ス
ポ
ー

ツ
に
頑
張
り
ま
す
」
と
力
強
く

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

団員数

　　　　人

　23

　33

　19

　17

　33

　25

堂々の入場行進

認定スポーツ少年団

名団

貝野ジュニアイーグルス

田沢野球ジヤニーズ

倉俣ジュニアファイターズ

ジュニアサッカークラブ

剣道スポーツ少年団

田沢ジュニアスキークラブ

中
里
村
民
体
育
大
会
が

9
日
且
に
決
ま
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
、
ご
声
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

田
沢
ジ
ャ
一
丁
ズ

　
　
　
　
ニ
　
連
　
覇

　
五
月
二
十
日
、
第
十
四
回
少

年
親
善
野
球
大
会
中
里
村
予
選

が
田
沢
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
熱
戦
の
結
果
、
田
沢
ジ
ャ
ニ

ー
ズ
が
昨
年
に
続
き
優
勝
し
、

六
月
十
六
日
津
南
町
を
会
場
と

す
る
中
魚
沼
郡
予
選
大
会
へ
進

み
ま
し
た
。

　
二
位
・
倉
俣
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
、
三
位
・
貝
野
ジ
ュ

ニ
ア
イ
ー
グ
ル
ス
で
し
た
。

アッ打ち上げてしまった

平成2年6月／0日広報1麗1勲“r’
　　口r閣7’■■7 r■■■『■■■7



頬梁めたあの日
　　　　UFO初恋物語

6月24日（日）
上越国際清津スキー場
■イベントのねらい

地域の活性化の一つの手段としてこのイベ

ントに取り組んでいます。このイベントを通

じて＼地域住民の交流、農村都市交流等＼よ

り多くの人々との出会いを実現したいと考え

ています。広く人類のもつ宇宙への夢を主題

として展開します。ぜひ参加下さい。

7ロク，島
★銀河鉄道ワンパクランド

　　　　　　10：00■レ14：30
★ジャンボシャボン玉づくりに挑戦

　　　　　　10：00⇒15：00
★ミニ四駆コーナー10：00⇒15：00

★UFOtzレモニー11：15⇒12：00

★

　
　
　
　
　
　
埼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
挙
　
挙
　
　
　
　
寿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
苓

　
　
　
舷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
挙
　
　
　
　
　
　
　
　
埠
　
　
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
埼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
挙

”
夢
と
ロ
マ
ン
を
求
め
て
∬
親
子
で
ど
う
ぞ
〃

★UFO宴　　　　　12：00⇒13：00

★これがレクリェーションだ〃

　　　　　　13：00⇒14：00
★UFO宝さがし　　14：00⇒15：00

★UFOラブコール15：00⇒15：30

参加申込は6月19日（火〉までに開発課へ

鹿
児
島
県
川
辺
郡
知
覧
町

　
鹿
児
島
を
二
分
す
る
大
隅
半

島
と
薩
摩
半
島
、
そ
の
薩
摩
側

鹿
児
島
本
線
終
点
桜
島
と
西
郷

ど
ん
を
後
に
、
さ
ら
に
南
へ
越

え
る
峠
は
、
小
さ
い
な
が
ら
も

朝
、
夕
し
っ
と
り
と
し
た
霧
が

茶
畑
を
つ
つ
み
そ
の
気
候
が
育

て
る
お
茶
は
、
知
覧
銘
茶
と
し

て
有
名
で
す
。

　
か
つ
て
は
悲
し
い
別
れ
の
場

〆
ご
県

／
煮
認
♂

　
　
論
蘇
欝

’
佐
ひ
長
鹿
知

わたしの

　　　　　　　　ふ

　　　　　　　　る

　　　　　　　　さ
　　　　　⑳
清田山　　　と頴
山田陽子さん

で
あ
っ
た
、
特
攻
隊
基
地
も
今

で
は
二
度
と
戦
争
が
起
こ
ら
ぬ

よ
う
、
そ
の
悲
劇
を
伝
え
る
資

料
館
と
慰
霊
塔
に
お
参
り
す
る

人
が
大
勢
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
知
覧
町
そ
こ
が
私
の
ふ
る
里

で
す
。

　
一
年
中
花
と
緑
に
つ
つ
ま
れ

た
所
で
育
ち
、
青
春
は
関
西
で

過
ご
し
ま
し
た
が
、
豪
雪
と
清

田
山
方
言
の
生
活
に
溶
け
込
ん

で
二
十
一
年
に
な
り
ま
し
た
。

　
清
田
山
運
動
公
園
で
多
く
の

人
た
ち
か
ら
、
公
園
の
お
ば
さ

ん
と
呼
ん
で
も
ら
い
忙
し
い
毎

日
の
中
で
、
ふ
っ
と
思
い
出
す

ふ
る
里
は
、
な
つ
か
し
か
で
す
。

⑫

高道山小学校3年

渡辺和幸くん

たっちゃんのすきなさかなもよ

うのTシャツをあらってみたら￥
なんと丁シャツの中のさかなたち

がたらいの中に．にげてしまうと

いう「きえたさかなたち」という

おもしろい本の絵をかきました。

中島和人くん（2歳）
哲雄．ふみ子夫婦の長男（堀之内）⑫

ぽく．家族の中で人気者なんだ。

砂や水あそびが大好き．いつも．

池のまわりはびしょぬれだよ。宝

ものは動物のぬいぐるみ，中でも￥

うさぎのぬいぐるみが一番大好き，

ねるときだっていっしょなんだ。

お田さんは、明るく元気で．みん

なから愛される人になってほしい

んだつて。

8



履

オーケスト，訓

　　　　　　P，℃楽泥

ふるさと

創生事業

　6月1日㈲、中里中学校体育館で「オ

ーケストラの演奏をきく会」が開催され

ました。

　これは、ふるさと創生事業「やってみ

たいな、私の夢」で採用された、オーケ

ストラの生の演奏を聴きたいという子供

たちの夢がかなったもので、新潟大学管

弦楽団約150人の演奏により行われまし

た。

　演奏は、第1部と第2部に分けられ、

あいだに各楽器の説明が行われるなど、

なごやかな雰囲気で行われました。

　会場には村内小・中学生全員の他、村

内外から約1，100人が集まり、みんな“生、

のオーケストラの演奏に聞きほれていま

した。

や
っ
ぱ
り

騨襲
ノこんどはボクの番だ

の
ク
レ
ー
タ
ー
が
見
え
た

月
2
9
日
㈹
、
田
沢
小
学
校
の
屋
上
で
宇
宙

」
き
き
、
実
際
に
の
ぞ
い
て
み
る
会
が
開

仙
ま
し
た
。

“
は
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
「
や
っ
て

・
な
私
の
夢
」
で
購
入
し
た
天
体
望
遠
鏡

て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
会
場
に
集
ま
っ

樗
は
、
親
子
づ
れ
で
約
二
百
人
、
皆
さ
ん

』
見
え
た
と
、
お
お
よ
ろ
こ
び
で
し
た
。

　
「
み
ど
り
の
日
」
、
第
三
回
信
濃
川
河

岸
段
丘
ウ
ォ
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
健
康
の
よ
ろ
こ
び
、
歩
く
こ
と
の
素

晴
ら
し
さ
、
大
河
信
濃
川
の
美
し
い
景

観
を
味
わ
い
な
が
ら
身
体
に
明
日
へ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
充
電
し
ま
し
ょ
う
と
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
の
中
を
出

発
地
点
の
田
沢
小
グ
ラ
ン
ド
か
ら
宮
中

え
ん
堤
を
通
過
し
小
千
谷
の
サ
ン
プ
ラ

ザ
を
目
指
す
B
コ
ー
ス
（
四
ニ
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
）
に
村
内
外
か
ら
の
五
五
人
が

挑
戦
し
ま
し
た
。

ゴールは遠かった

第
一
一
］
回

一
冨雪

濃
川
河
幽厚
段
丘
ウ
ォ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
鐵

り
田
中
進
　
　
曲

　
　
　
　
　
　
さ
ん

ワ
　
　
比
呂
子
　
仕

きっかけは……り彼女が働いていた店に、客とし

　　　　て髪を切りに行っていました。ワいろ

　　　　いろ話ををしているうちに、映画を見

　　　　に行くことになり、それが始まりです。

第一印象は……り気さくに話をしてくれたのでい

　　　　い印象がありました。ワお客さんとし

　　　　か思わなかった。

交際中は……り映画を見に行ったり、長岡に買い

　　　　物、ドライブで海によく行きました。

結婚生活は……りかわいい子供に、かわいいおく

　　　　さんがいて順調です。ワ幸せです。

子育てのモットーは……り元気でやさしく育って

　　　　　くれればいい。ワ人から好かれるよう

　　　　な人になってほしい。

今やりたいこと……り家族みんなで温泉に旅行が

　　　　　したい。

村への要望……り若者が遊べる所や働ける所を作

　　　　　り、若者が村に定着するようにしてほ

　　　　　しい。ワもっと近くに公園を作ってほ

　　　　　しい。

9 広報鎚髄旧r♪・
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雛鐡婆難
要領で募集します。

★採用予定日　平成3年4月1日
★募集受付期間　5月14日（月）～7月16日（月）

★受験資格
昭和38年4月2日から昭和44年4月

1日までに生まれた男子で、大学（短

期大学を除く）を卒業した人、又は平

成3年3月31日までに卒業見込の人。

★申し込み手続き

受験申込み用紙は、警察署、派出所

駐在所にありますのでお申し出下さい。

十日町公共職業安定所では、新規学

卒求人受理説明会を開催します。来年

の学卒者の採用を予定している事業所

は、是非ご出席下さい。

★日時・場所

　6月8日（金）午後2時　クロス10

　6月12日（幻　午後2時　津南町役場

都合の良い会場へお出かけ下さい。

融資条件が大幅に改善され、さらに

ご利用しやすくなりました。

O通常融資額（土地）の限度が20万円

～40万円引き上げられました。

〇二世帯住宅、高齢者同居・心身障害

者同居及び高齢者同居他人数世帯の

割増貸付の限度額が20万円引き上げ

られました。

o過疎地域に住宅を建設する場合は通

常融資額の限度が50万円増額されま

　レた。

お申込み、問い合わせは住宅金融公庫

取扱金融機関まで。

不当な差別・名誉信用の失墜・金銭

の貸借・土地建物などの不動産の問題、

離婚、扶養、相続などの家事問題・損

害賠償その他、みなさんが毎日の生活

を営んでいくうえで、もめごとや、困

ったことがあるかと思います。

相談は無料で、秘密が守られており

ますのでどうぞお気軽においでください。

6月22日㈹　午前10時～午後3時まで

中里村老人福祉センター

健康づくりのうえで必要な運動実技

と地区組織活動の方法について、・一緒

に勉強してみませんか。

6月29日（金）保健センター午前9時～

7月11日㈱　　中里村民体育館午前9時30分～

★申込み〆切　6月16日（土）まで

申込み、問い合わせは役場保健課まで。

善意をありがとう
■社会福祉協議会へ

（香典返し）

　清滝満夫さん（程島）50，000円

　山本定一さん（上山）30，000円

　服部昭一さん（東田沢）20，000円

田沢郵便局　ハガキ100枚

■公民館へ

鈴木敏雄（荒屋〉

　日本文芸鑑賞事典　全20巻

　日本の風景、自然公園、国立公園写真集

南雲広巳（程島）神奈川県在住本140冊

共
同
店
舗
名
称
募
集

　
中
里
村
地
域
開
発
株
式
会
社
で
は
、
日
本
で
始
め
て
と
い
う
第

三
セ
ク
タ
ー
方
式
に
よ
る
地
域
型
共
同
店
舗
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
i

施
設
併
設
）
の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
道
一
一
七

号
線
改
良
を
契
機
と
し
て
、
山
崎
地
内
の
一
角
に
”
村
の
拠
点
”

と
な
る
新
商
店
街
を
つ
く
る
も
の
で
す
。

　
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
”
夢
と
希
望
の
あ
る
豊
か
な
村
づ
く
り
”

を
目
指
し
、
新
し
い
生
活
提
案
の
場
、
村
民
憩
い
の
場
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
共
同
店
舗
の
名
称
を
左
記
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

●
募
集
方
法

　
官
製
は
が
き
に
次
の
事
項
を
ご
記
入
の
上
投
函
下
さ
い
。

　
名
称
（
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
簡
単
に
説
明
す
る
）

　
住
所
沸
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

●
締
切
り
　
平
成
二
年
六
月
三
十
日
必
着

●
宛
　
　
先

　
中
里
村
役
場
開
発
課
　
商
工
観
光
係
　
宛

●
賞
　
　
金

　
最
優
秀
賞
一
点
に
十
万
円
（
同
名
称
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

★
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
一
〇
〇
名
様
に
記
念
品
を
差
し
上
げ

　
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

鍔

　
　
敷
崎
里
沢
川
内
中

　
　
　
屋
　
　
　
　
　
之

　
　
　
本
山
新
田
芋
堀
宮

　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　
　
宣
利
巳
一
一
幸
二

圓
固
茂
英
正
良
茂
浩
健

う
　

鳥
淋
村
山
藤
島
野

よ
箏
“
棚
ω
個
耐
僧
仲
庭

繊
邊

湘
鐙
　
肋
郎
こ
子
く
紅
き
樹
え
恵
き
貴
か
香

た
め
・
太
り
利

お
お
　
の
光
ま
真
み
美
竺
礎
幸
ゆ
由
紳
彩

麗霧善，鑑團 螢

屋
碍
獣
崎
聯
崎
懸
醐
嘲
屋
繭
崎
鷺
沢
崎
代
轡
紬
，
灘
慰

荒
埼
新
東
山
十
山
桔
イ
津
東
芋
荒
津
山
十
如
芋
山
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
オ
　
　
ワ
ロ
　
　
　
　
ク

夫
枝
久
美
三
子
幸
子
妻
治
美
迫
美
也
．
子
久
子
享
圏
竃
竃
曾

幸
美
、
広
浩
躾
正
幸
備
明
正
広
清
和
穂
恭
躾
宗
幸
、
艶
縫
排

褻藪璽璽麺頭麺馨
●飲酒運転検挙者数　　　0人

●無免許運転違反者数　　0人

●事故発生件数　　　　　1件

●死亡事故ゼロ　　　275日
　　　　　（5月末累計）
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塾
君珍

崇
冶
村

吻
ゆ

穿

　　　　　　ノし　　　　　　み　　　　　　ク　　　　σ・、　　！o

　　　　　　G
し〃／

‘

く

’，

オ
ー
イ

雨
毛
り
を
受
†
る
”

隣
罐
＼

吃
食

銑
o　o”

／ ∠ ＠／　　し，毛

　　へ　　　び　　5り
＼盗

　　k　／q
し〃／

　ζ

や
・
ぱ
り
ノ

継
莇
マ
だ
ッ

こ
ん
ど
は

た
κ
〈
さ
ん

ナ
℃
っ
て
弍
㌧
て

／
く
京
〃

　土砂災害（土石流、地すべり、がけ

崩れ）は、一瞬のうちに尊い命や財産

を奪ってしまいます。

◎雨が長く続くとき

◎川の水、井戸水、湧水の量が変化し

　たり、濁りだしたとき

◎土地に亀裂、陥没、隆起が生じたと

　き

は非常にきけんです。

　　　　　　　り　「危ない！」と思ったら、まず非難

しましょう。日頃から家の近くの山、

がけ、川などをよく点検し、いつもと

違う点、おかしな点を見つけたらすぐ

役場建設課に連絡して下さい。

午後5時～午前8時30分まで
（内容）6月

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金・土・日曜日

覚せい剤の害について

更年期障害

結核にっいて

子供の発熱

食中毒の予防

」

　
　
‘
ハ

9
・

ー
　
、

一ひ

　
　
　
づ
　
ぼ
じ
ラ

』
．
魏
離

q
揚
”

0
4

　
〃
∠
ー

　
　
　
　
ひ

＠

　役場の宿直員を次のとおり募集しま
す。

★勤務時間　午後5時～翌朝8時30分

★業務内容　戸締まり、火の元点検

　　　　　書類の受領保管

　　　　　電話の応対
　　　　　緊急の場合の連絡
★応募資格　20歳以上の男性とし、特

　　　　　別の資格は必要ない。
★募集人員　2人～3人（交代で勤務）

　役場には重要書類がありますが現金

は置いていま、せん。

　賃金、勤務時閥など詳細は相談して

決めますので総務課に応募して下さい。

も〃

　　　，

今月の納税と振替日、　0
1

　も4ク曳’ク

■村県民税

■国民健康保険税

■国民年金保険税

■保育料

（7月2日）

（7月2日）

（6月25日）

（6月25日）

　ごみの収集袋を7月2日から指定し

ます。指定袋には必ず氏名を記入して

下さい。

指定袋は次の3種類です。

①一般家庭燃えるごみ用

②一般家庭燃えないごみ用

③事業所燃えるごみ用

　氏名の記入のないごみ、なまごみで

水分の多いごみ、危険物の入っている

ごみは収集しません。

　指定袋の販売は、初回だけ衛生推進

委員を通して、6月中旬に世帯配布し

代金回収します。次回以降の販売は、

農協および小売店で行います。

新潟県男子警察官（大学卒）を次の

◎日本脳炎

　6月玉8日（月1総合センター

　（受付）14：00～15：00

＠麻しん（はしか）

　6月25日・26日・28日・29日

　上村病院（受付）13：30～ユ4：10

　27日は25日に変更になηました。

◎母親学級・妊婦検診

　6月22日働　上村病院
　母親学級（受付）12：45～13：00

　　　　（内容）妊婦中の保健
　妊婦検診（受付〉13：30～14：00

◎乳幼児検診

　H元，8．1～9．30生・H2．2．1～3．31生

　7月6日働　保健センター
　（受付）13：00～13：30

◎子宮がん検診

7月2日・3日・5日・9日・10日・
12日・13日

上村病院婦人科

　
村
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
度

か
ら
村
民
研
修
制
度
を
設
け
皆

さ
ん
か
ら
活
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
地
域
活
性
化
を
目
指
す
各
団

体
な
ど
の
育
成
を
図
る
た
め
、

国
内
及
び
国
外
の
先
進
事
例
の

調
査
活
動
に
よ
っ
て
、
村
民
の

意
識
高
揚
を
進
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
ま
す
。

　
補
助
の
内
容
と
し
て
は
、
視

察
調
査
に
要
す
る
経
費
の
五
十

パ
ー
セ
ン
ト
以
内
と
し
、
上
限

を
一
人
十
五
万
円
と
し
て
い
ま

す
。　

こ
れ
ま
で
に
八
団
体
の
方
々

が
利
用
し
、
地
域
づ
く
り
に
活

昨
年
十
［
月
に
行
わ
れ
た
先
進
地

視
察
研
修
。
田
代
村
お
こ
し
委
員

会
の
「
大
血
川
渓
流
釣
場
」

　
　
　
　
　
　
櫨
踏
隠
圃
畷
醗
臓
麟
醗
騨
．
豫
興
，
葛
、
賎
ご
猟
’
外
羨
、
導
ゆ

躍
し
て
い
ま
す
。

　
小
さ
な
殻
か
ら
脱
皮
し
、
広

く
外
に
目
を
向
け
中
里
村
を
見

直
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

活
　　　用

民下

村

研さ
修い
明缶

度
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　6月11日～7月10日

カレンダー・

山岸由秀さん
集落芋沢

青春しτます

15㈹
心配ごと相談日　合老人福祉センター
⊂）13：00～16：00

16（＋）
少年野球大会郡予選合津南町　013：30～

⑰（日）
高木杯テニス大会合清田山自然運動公園
09：00～

18（月）
日本脳炎合総合センター　㊤14：00～15：00
（未接種者）

20㈲
青少年育成村民会議合総合センター
㊤19：30～

22㈹
母親学級、妊婦検診　合上村病院　㊤12：45～
断酒の集い　合十日町保健所　（913：30～

高齢者講座（講演会　田口倉之助）

⑳（日）
ときめきを食う会合上越国際清津スキー場
二市三郡身体障害者体育大会倉湯之谷村

25（月）
麻しん（はしか）0上村病院㊤13：30～
対象地区等は、健康カレンダー参照’

26（火）
麻しん（はしか）合上村病院　013：30～
対象地区等は、健康カレンダー参照

27㈲

28㈲
麻しん（はしか）合上村病院　（1）13：30～

対象地区等は、健康カレンダー参照

29㈲
健康づくりすこやか運動講座合保健センター
09：00～
心配ごと相談日　麻しん（はしか）未接種者

％（月）
子宮がん検診　合上村病院

3（火）
子宮がん検診　食上村病院
停電　荒屋一部　㊤13：00～15：30

5㈲
子宮がん検診　合上村病院

6㈹
乳幼児検診倉保健センター　㊤13：00～
心配ごと相談日

7（二十：）

⑧（II）
中越地区青年大会　合長岡市

9（月）
子宮がん検診　合上村病院
身体障害者補聴器相談　合老人福祉センター

（913：00～

10（火）
子宮がん検診合上村病院

灘叢叢簸　G蓬き

昭和42年6月4日生まれ23歳

星座ふたご座
血液型AB型
身長、体重　168cm、55kg

　
』
・
　
継
狂

雪
　
冨
　
琵
・
、
　
　
，

です．理想の女性は、やさしくて鰯灘．澱

思いやりりある人。結婚は26～28　麟．ン、．籔

歳くらいでしたい。性格は、おひ．誕

とよし。夢は、外車（シボレー）を

買うこと。村への要望は、若者が

遊べて他の地域から人が集まって

くるようなイベントをしてほしい。　離

，轟　 搬

鐵
雛

　
　
熊

霧嚢

’
．
繋

⑳庭野医院禅協1

⑳古藤医院謙5謂1

⑳上村病院舗3里2111

⑳津南病院葎5謂1

一
随
集
雁
巴
記
一

　
春
の
農
作
業
も
よ
う
や
く
終

わ
り
、
す
が
す
が
し
い
初
夏
の

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
も

好
天
に
恵
ま
れ
た
い
も
の
で
す
。

　
五
月
十
一
日
、
中
魚
沼
地
域

広
報
担
当
者
研
修
会
が
中
里
村

役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
五
月
号
広
報
紙
を
持
ち

よ
り
批
評
や
、
今
後
の
課
題
等

に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

　
特
集
の
取
組
み
方
、
レ
イ
ア

ウ
ト
の
ポ
イ
ン
ト
、
広
報
写
真

撮
影
、
見
や
す
い
グ
ラ
フ
の
表

わ
し
方
、
紙
質
等
々
。
又
、
各

コ
ー
ナ
ー
の
人
気
の
秘
密
や
企

画
の
大
変
さ
な
ど
気
軽
に
話
し

合
い
ま
し
た
。
そ
の
後
懇
親
会

へ
。
二
次
会
三
次
会
へ
と
流
れ

て
…
広
報
マ
ン
た
ち
の
悲
鳴
が

聞
こ
え
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
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関
、
疑
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・
護
1
　
二

　
　
　
議村

の
木

スギ

村

の
花

試
｝

〃

ユリ

村民憲章　（昭和60年7月25日制定）

1￥自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

こうもり傘

　梅雨の間の外出には＼　「こ

うもり（蠕幅）傘」が手放せま

せん。開くとこうもりが翼を

広げたように見えるのでつい

た名称で＼携帯用の折り畳み

傘だと＼さかさまにぶらさが

った姿が連想されます。

　竹の骨と油紙から成る和傘

と違って＼西洋伝来の傘は金

属製の骨に茶や黒の布を張っ

たところが＼こうもりに似て

いたわけです。明治初年のこ

うもり傘は＼文明開花を象徴

するものの一つでした。

　わが国の庶民は雨や雪を防
　　　みの　　　　　　　 かさ

ぐのに＼蓑を着たり笠をかぶ

ったりしましたが．江戸時代

の初期から傘をさすようにも

なりました。はじめに流行し
　　じや　　 め

たのは蛇の目傘です。

　　　　　　　へぴ　「蛇の目」は太い輪で蛇の

目を表現したもの。日本の紋

章のなかでも、単純化の極致

ともいうべきデザインです。

　雨傘の場合は，中央部と周

辺の輪を紺や赤￥中間の輪を

白く抜いたものが多く用いら

れました。

　和傘は蛇￥洋傘はこうもり。

ペットになりにくい動物の名

　　で親しまれてきたのは，

二土　ちよっと不思議な気もし

ゴr8ます。

葉

のルーツ
5月末現在

（）は前月比
●人口男3，388人（一2）女3，384人（＋5）計6，772人（＋3）●世帯数1，637（＋3）
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